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磁場による選択的な磁石合成に成功 

〜磁場で磁石の性質を作り出す〜 
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◎研究のポイント 
1. 磁場によって Mn-Al 磁石の合成が飛躍的に促進（磁場を利用した選択的な

磁石合成効果）します。 
2. この「磁場を利用した選択的な磁石合成効果」を利用することで、新規の

高性能磁石合成法につながると期待されます。 
 
 
◎研究成果の概要 
 「磁場が選択的に強磁性磁石を合成する」効果を見出しました。本研究によ

って、非磁性（磁石にならない）の Mn と Al を原料とする合金でも、磁場中で

熱処理することで、強磁性磁石になる化合物が選択的に作り出せる（磁場を利

用した選択的な磁石合成効果）ことが分かりました。この効果を利用すること

で、新しい強磁性磁石の発見が期待できます。 
 
◎ 研究成果の内容 
 従来、非磁性Mnと非磁性Alで構成されるMn-Al合金（ε型：イプシロン型）

は、溶かして固めただけでは磁石になりません。Mn-Al合金で強磁性磁石（τ
型：タウ型）にするためには、複雑な熱処理を行うか、微量の炭素を加えた

Mn-Al-C合金にするしかありませんでした。 
  私たち、鹿児島大・東北大の共同研究グループは、棒磁石の発生する磁場が

砂鉄を吸い寄せることをヒントに、「磁場が合金の磁石の性質を安定化させる」

ことに着目しました。東北大学金属材料研究所強磁場センターの強磁場超伝導

磁石を使い、磁石の性質のないMn-Al合金（ε型）を、350℃で地磁気の30万倍の
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強い磁場を与えることで、強磁性Mn-Al磁石（τ型）へ転換させることに、成功

しました。これは、磁場によって、非磁性の合金が自ら磁石になることを選択

しています。 
 以上のように、磁場を利用することで、強磁性Mn-Al磁石を選択的に合成でき

ることが明らかになりました。 
 
◎ 今後の展開 
ここまでの成果では、Mn-Al 磁石が磁場によって選択的に合成できることを

示す結果が得られました。しかし、まだ磁場の効果があることを実証した段階

であるため、今後熱処理条件や、磁場強度を最適化することが必要です。 
また、本成果は「磁場が磁石を選択的に合成する」ということを示していま

す。そのため、磁場中で磁石を合成するという新しい合成法や、その合成法を

利用した新たな強磁性磁石の探索といった展開の可能性があります。 
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◎参考資料 

 
[用語解説] 
 
（１） 強磁場  
   強い磁場のことであり、1 T(テスラ)は地磁気の 2 万倍の強さの磁場。本研究

では、15 T (地磁気の 30 万倍)の磁場を印加した。 
 
（注２） 強磁性 
 磁石となりうる性質。強磁性を示す材料は、磁石に強く引きつけられる、も

しくは強く反発する。鉄やニッケルのような物質や一般的な永久磁石が該当す

る。 
 
（注３） Mn, Al 
   Mn はマンガン、Al はアルミニウムを示す。それぞれ、原子番号 25 番およ

び 13 であり、ともに単体では強磁性磁石の性質を示さない。 
 
 
◎共同プレス発表に関する問い合わせ先 

鹿児島大学大学院理工学研究科 三井 好古 
Tel: 099-285-8082  
Mail: mitsui@sci.kagoshima-u.ac.jp 
 

鹿児島大学広報センター 

Tel: 099-285-7035 Fax: 099-285-3854 
Mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp 

 
図 本成果の概略図。 
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